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　　公共住宅である中野駅前住宅の立替を提案する。既存の住宅は耐久性も弱く都市効率も悪い状態である。公
社は立替え計画を提案しているものの、なかなか進んでいない状況である。
　私はここで、集合をつなぐ装置としての集合住宅を提案する。地域とつながり、道でつながり、住戸がつなが
る。個々のつながりが連鎖してひとつの大きな共同体となる。
１．設計概要
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NAKANO 
　敷地は中野駅南側徒歩２分。1951 年に東京都住宅供
給公社によって建設された住宅が立ち並んでいる。築
60 年を経過した住宅には高齢者が多く住み、外壁には
多くのクラックが見受けられ耐久性の低下が見受けら
れる。また敷地約１万３千平方メートルに対し住戸約
240 戸と、 好立地にもかかわらず都市効率が悪い状態
が続いている。
　現在、公社としては周辺を含めた再開発を行うとの見
解を示しているが、具体的な計画には至っていない。
　　住所：中野区中野中野２−２４−３
　　建設：１９５１年
既存面積（赤色）：約１３，０００㎡
敷地面積（赤と橙色）：約１８，０００㎡
既存構造：鉄筋コンクリート造　４階建て７棟
既存住戸：２４８戸
既存の間取り：51C 型
アクセス：中野駅徒歩１分
２．敷地
　個々の単位がつながり、連鎖してひとつの大きな共同体となるためにはどのような構造が必要だろうか。私は
個々をつなぐ共有領域を糸口として設計を行った。共有領域が導かれるためには、各戸のプライバシーが守られ、
バブルの形成が抑えられていることが必要であり、逆に、共有領域が形成されていれば、よそ者の排除や侵害意
識の緩和などの働きによって、それぞれの家のプライバシーは自然に守られやすくなる。現代の都市において最
も必要なことは、「開くことでプライバシーを守る」ことだと言える。
③核共有構造
　集団の 10 戸程度への分節大規
模集合住宅においても、その一部
が集団の核として分節されている
ことが必要である。集団の核がう
まく分節されつつ、しかも、それ
ぞれの核が一本の道に沿って連続
していることが、各共有構造を導
く要件となる。
開かれた共有領域を導く条件
②植木鉢等の表出の存在
　家の前にゆとりの空間を持ち、
そこに豊かな表出が見られること
も共通している。このことによっ
て通行人はそこが他人の領域であ
ることを意識し、勝手な振る舞い
を慎むようになる。
３．設計手法
①住宅の中と外の交流
　開かれた共有領域に共通してい
ることは室内と道に視線や雰囲気
の交流があることである。リビン
グ、台所などの主要居室が道に向
いている。このことによって道へ
の領有意識が高まり、よそ者に対
す る 自 然 監 視 も 行 わ れ や す く な
る。
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　集合住宅は地域にとってはよそ者であり同じエリアに
住んでいるのに接点もなく生活する。地域とつながるた
めに低層部には商業施設や公共施設を配す。そこが核と
なって核共有構造をつくりだし、地域との接点も生まれ
る。また商業・公共施設が入る低層と住宅が入る高層と
の間に共有空間を配す。主に住宅層の住民が使用する
が、地域住民も利用可能となっている。敷地中央には大
きな空間をつくり、敷地内の通り抜け、祭り・イベント
などの誘発を狙う。建物の構成は中野のイメージに因っ
ている。
３−１．設計手法−地域とつながる
中野のイメージ：駅前の公共施設と商店街
大きな建物が点在し、小さな商店が密集している街。
住宅エリアも密集傾向。
アイソメトリック図
赤の破線は上下階の階段動線
　敷地はゆるやかな斜面になっており、常にのぼってい
る感覚を受ける。建物にも階段を多く配し、上下階、そ
して住戸までゆるやかにつながっており、建物全体が連
続してつながっている印象を与える。
　核共有構造は住宅層においても用いる。住宅層には各
階３個ほどの共有空間を配し、近隣住戸間でのやりとり
を誘発する。共有空間は吹き抜けと階段によって上下階
が連続し、共有空間を中心に上下左右がつながる。
３−２．設計手法−道でつながる
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　近隣コミュニティを生み出すひとつのきっかけは玄
関まわりへの個の表出にある。実際に下町や歴史的街
並ではこの表出が美しく現れているほど、近隣関係が
良好と言える。つまり住宅が開かれているのである。
ではその表出を発生させやすい住戸形態とはどのよう
なものであろうか？
　ここで「リビングアクセス」という例をあげる。リ
ビングアクセス型は、住戸の居間空間に玄関を直に接
するようにし、共用廊下や階段などの共用部に家族の
公室を開く間取りの考え方である。家族の公室は南面
させるのが一般的なので、共用廊下や階段は陽光にあ
ふれた気持の良い空間になり、近隣コミュニケーショ
ンを自然に誘発する舞台になる。
　共有領域が形成されると、よそ者はそこに入りにく
いと感じる。しかしそこの住民と知り合いとなった場
合は共有領域の排他性的な働きは弱まる。よそ者を選
択的に排除しており、これにより遮断と交流を適度に
調整しているのである。
　住民間のプライバシーについては、親しくなること
で、互いのプライバシーを尊重し合う生活上のルール
が自然に共有される。また、お互い様だからと許し合
う意識が生まれる。
　住生活においては、他人のプライバシーを尊重しよ
うという意図が住戸まわりに人が近づかないバブルを
自然に生み出す。高層住宅の廊下は、共有の場全体が
バブルに覆われてしまうと、皆が気軽に利用出来なく
なってしまう状態に陥りやすい。これを防ぐためには
窓と廊下の間に植え込みを設けたり、窓を一段高くす
るなどの工夫が大切になってくる。
　これまでの計画は、すべて既存の思想に因って形成したものである。にもかかわらず現在このような形態の集
合住宅はほとんど見られない。変化を恐れ市場主義の住宅しかつくっていない、とも言える。現在、住宅の供給
過多、立替期、人口減少と、淘汰が進んでいる。だからこそ住宅のあり方を問い直し、健全な住宅を供給して行
きたいと思う。本計画のように集合が連続し地域に開かれてゆく住宅を提案し、公共住宅に一石を投じたいと思
う。
３−３．設計手法−住戸がつながる
部屋の性格の図式化
この配置から、欲求を忠実に満たす
配置はリビングアクセス型であると
いうことが言える。
各棟住戸基本プラン
部屋の性格、共有領域、バブルに配慮して計画。
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